
多角的な視点を活かして食や医薬品など生活の安心に貢献したい。

埼玉県 県立 熊谷女子高等学校出身 一般財団法人 日本食品分析センター

高校時代の授業で食品添加物について学んだことがきっかけ
で、食の安全やおいしさに強い関心を持ちました。農芸化学科
は作物の生産・加工から体内での機能代謝まで幅広く学べるこ
とが魅力で、私が所属する食料資源理化学研究室では、米・小
麦・乳製品など身近な食品のおいしさや加工特性について科学
的視点から分析・研究しています。その過程で、食品のリスク低
減や品質制御には適切な判断が大切だということを知りました。
卒業研究ではキューピー株式会社の「エッグイノベーション」
寄付研究に携わり、油含量を減らしてもおいしく、食感が良いマ
ヨネーズを追求する研究活動を通して、自分の日々の研究が社
会貢献につながるやりがいを実感しました。また、他機関と連
携・協力して課題解決に取り組む貴重な経験ができました。今
後はメーカーや消費者を支える立場として、多角的な視点を活
かして食品や医薬品、肥料などの分析試験を行い、身近な生活
の安心や新たな価値創出に貢献したいと思っています。

2023年卒業のU.Y. さん

CAREER INTERVIEWS




